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映画 『風 と共 に去 りぬ』 トリヴィア

画面 に見 るア メリカ南 部の歴史 と文化 (1)

中 村 紘 一・

は じめ に

　 マ ー ガ レ ッ ト ・ミ ッチ ェ ル の 小 説 『風 と共 に去 りぬ 』(1936)は 、 ア メ リカ

南 北 戦 争 勃 発 の1861年 か ら戦 後 の再 建 時 代 の1873年 まで の12年 間 に、 南 部生

まれ の 女 主 人 公 ス カー レ ッ ト ・オハ ラが い か に して思 春 期 の16歳 か ら戦 争 に深

く巻 き込 まれ な が ら恋 愛 ・失 恋 ・結 婚 ・出 産 ・別離 を経 験 して28歳 の 成 人 に至

る こ と に な っ たか そ の成 長 の過 程 を描 い た 作 品 で あ る。

　 映 画 『風 と共 に去 りぬ 』(1939)は ミッチ ェ ルの こ の小 説 をデ イ ヴ ィ ド ・0・

セ ル ズ ニ ッ ク(1902-65)　 が 制 作 し た もの で 、 監 督 は ジ ョー ジ ・キ ュ ー カ ー

(1899-1983)　 や サ ム ・ウ ッ ド(1883-1949)　 が 一 時携 わ っ た こ と もあ っ た が 、

ほ とん どは ヴ ィ ク ター ・フ レ ミ ン グ(1883-1949)　 が つ と め た 。 脚 本 は シ ド

ニ ー ・ハ ワー ド(1891-1939)　 が 手 が け た 。 この 脚 本 は制 作 途 中 何 人 か が 手 直

し して 適 切 な 長 さ に 縮 め られ たが 、 シ ドニ ー ・ハ ワ ー ドは こ の 映 画 で ア カデ

ミー脚 本 賞 を受 賞 した。 音 楽 は 生 涯200本 を超 え る 映 画音 楽 を作 曲 した マ ッ ク

ス ・ス タ イナ ー(1888-1971)。

　 本稿 は 映 画 『風 と共 に 去 りぬ 』 の 画 面(ス ナ ップ)を 切 り取 っ て、 そ こ に見

られ る 映 像 か ら旧 南 部 、 南 北 戦 争 、 再 建 時 代 の ア メ リカ南 部 の歴 史 と文 化 を読

み取 ろ う とす る もの で あ る。 この 映 画 は ドキ ュ メ ン タ リで は な く劇 映画 で あ る

か ら、 歴 史 ・文 化 と言 っ て も、 当 然 の こ と なが ら、 そ こに は 原 作 者 、 脚 本 家 、

監 督 な どの 意 図 や 偏 見 が 色 濃 く反 映 され て い る(か りに ドキ ュ メ ン タ リで あ っ

た と して も、 撮 影 者 の 主 観 を排 除 して 完 全 に 客 観 的 で あ る こ と は不 可 能 で あ
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る)。それ らは南部人の自らの文明に対する誇 り、戦争の大義、(ほ とんどの戦

闘が南部で行われたがゆえの)惨 状、敗戦の屈辱と悲惨、ヤ ンキー(北 軍、北

部人)へ の憎悪といった形で表現 されている。南部娘だったスカーレット・オ

ハラが成長する時の描き方も同じである。いやで も戦争に巻 き込まれ、アシュ

リーとの恋に破れ、レット・バ トラーに見捨てられるという挫折を経験しても

彼女には最後に生きる縁としてタラの大農園と土地があったという。土地に対

する執着、これほど南部女らしいものはないという作者、脚本家、監督たちの

考えが鮮明に読み取れるのである。

第1部 　 タ ラ ・プ ラ ン テ ー シ ョ ン

画面1　 "The　Story　of　the　Old　South"「 オー ル ドサ ウ ス」(the　Old　South)と は?

　 4時 問 近 い この 映 画 は最 初 「序 曲」(overture)が 流 れ 、 そ のあ と ク レ ジ ッ ト

が 始 ま る前 に この 画 面MARGARET　 MITCELL'S　 STORY　 OF　THE　 OLD　 SOUTH

(マ ー ガ レ ッ ト ・ミッチ ェ ル に よる オー ル ドサ ウス の 物 語)と タ イ トルGONE

WITH　 THE　 WINDが 映 し出 され る 。

　 「オ ー ル ドサ ウ ス 」(旧 南 部)と は 、 地 理 的 に は 、 ア メ リ カ 合 衆 国 建 国 時

(1776)13州 の うち南 に位 置 して い た ヴ ァー ジニ ア州 、 ノ ー ス カ ロラ イナ 州 、サ

ウ ス カ ロ ラ イナ 州 、 ジ ョー ジ ア州 、 デ ラ ウ ェ ア州 とメ リー ラ ン ド州 の6州 を指

して い う。 他 に 「深 南 部 」(Deep　 South)の 区分 けが あ る が 、 こ れ は ア ラバ マ
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州 、 ル イ ジア ナ 州 、 サ ウ ス カ ロ ラ イナ州 、 ミシ シ ッ ピ州 を指 す 。 さ らに 北 部 と

の境 界 州 にケ ン タ ッ キー 州 、 南 部 周辺 州 に フ ロ リダ州 、 テ キ サ ス 州 が あ る 。

　 『風 と共 に 去 りぬ』 の作 者 マ ー ガ レ ッ ト ・ミ ッチ ェ ルは ジ ョー ジ ア州 ア トラ ン

タの 出 身 で あ り、 女 主 人 公 ス カ ー レ ッ ト ・オ ハ ラ の 育 っ た大 農 園 の 所 在 地 をア

トラ ン タ近 郊 に設 定 して い る。

　 さ ら に、 「オ ー ル ドサ ウス 」 は、 文 化 ・社 会 的 に は、 「南 北 戦 争 前 」(antebel-

lum、 ラテ ン語 でante=before,　 bellum=war)の ア メ リ カ 「南 部 同 盟(連 合)」

(the　Confederacy)の 社 会 ・文 化 を意 味 し、 そ こで は 南 部 人 口 比 で ご く少 数 の

白 人大 農 園 主 た ちが 特 有 の 豊 か で優 雅 な風 習 や 様 式 の 生 活 を営 み 、 敗 戦 後 も、

彼 ら(と りわ け女 性 た ち)は 戦 前 の 伝 統 を維 持 し よ う と努 め た 。

　 これ ら南 部 白 人 は 「オ ー ル ドサ ウス 」 とい う言 葉 を 自 らの 栄 華 の 記 憶 を留 め

る もの と して懐 旧 の念 を 込 め て 使 っ た 。 一 方 、 黒 人 た ちに は 、 そ れ は戦 前 の 大

農 園 を支 え た奴 隷 制 度 を 思 わ せ る もの で あ った 。

　 画 面1の 背 景 で は 、 一 面 の 綿 畑 で黒 人 奴 隷 た ちが 綿 花 栽 培 の 野 良 に 従 事 して

い る。 ジ ョー ジ ア州 の こ の 地 方 の 地 質 を作 者 ミッチ ェ ルは 次 の よ う に述 べ て い

る。

(ジ ョー ジ ア州 の この 地 方 は)「 野 蛮 な ほ ど土 の 赤 い 土 地 だ っ た。 雨 あ が り

に は血 の よ うに な り、 ひ で りに は煉 瓦 の 灰 の よ う に な っ た。 しか し、 そ れ

は 世 界 で 最 適 の綿 花 栽 培 地 で あ っ た。 白 い 家 、 た が や され た 平 和 な畑 地 、

ゆ るや か に流 れ る黄 色 くに ご っ た川 な ど、気 持 の よい 土 地 で あ っ た… 」(小

説 第1部 第1章)。
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参考資料　現在のアメリカ合衆国地図

画 面2　 タ イ トルGONEWITH　 THEWIND(『 風 と共 に去 り ぬ』)の 意 味

　 『風 と 共 に 去 りぬ 』 の タ イ トル は 、 作 者 ミ ッ チ ェ ル が イ ギ リ ス の 詩 人 ア ー ネ ス

ト ・ ダ ウ ス ン(Emest　 Dowson,1867-1900)の 詩 「シ ナ ラ("Non　 Sum　 Qualis

exam　 Bonae　 Sub　 Regno　 Cynaxae")」 の 第3連 の1行 目 を 借 用 し た も の で あ る 。 ダ

ウ ス ン の 詩 の ラ テ ン語 の タ イ トル の 意 味 は111am　 not　what　 I　was,　under　 the　reign

of　the　good　 Cynara"(「 シ ナ ラ の 御 代 に あ っ て は 、 わ た し は か つ て の わ た し に あ

らず 」)で 、 こ れ は ホ ラ テ ィ ウ スOdes,　 IV,1か らの 引 用 。 ダ ウ ス ン の 「シ ナ ラ 」

の 箇 所 は こ う あ る 。

I have forgot much, Cynara! gone with the wind, 

Flung roses, roses riotously with the throng, 

Dancing, to put thy pale, lost lilies out of mind;
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私は多 くを忘れ果てた、シナラよ!風 とさすらい、

遊び仲間 と狂おしく薔薇を、薔薇を投げ、踊っては、

還 らぬ君の青ざめた百合を心から追いやった。

　　　　　　　 (南條竹則訳 『アーネス ト・ダウスン作品集』岩波文庫)

　 こ の 詩 で は 、"gone　 with　the　wind"の 意 味 は(l　 have　 gone　 with　 the　wind)、 私

は 「風 と さ す ら っ た 、 風 ま か せ に 行 っ た 」 と い う 意 味(南 條 氏 の 解 釈)で あ る

の に 対 し て 、 ミ ッ チ ェ ル の 作 品 の 題 の 意 味 は 、acivilization(Tara)is　 gone

with　 the　wind,「 ひ とつ の 文 明(タ ラ の 大 農 園)が 風(戦 争)と 共 に 去 っ て し

ま っ て 今 は も う な い 」 で あ る 。 こ の 場 合 は 、Cynara　 who　 is　llgone　 with　 the

wind"と い う読 み 方 に な る 。 そ し て 、　Cynaraは 旧 南 部 文 明(タ ラ)の 讐 喩 。

画面3　 「ひとつの文明が風と共に去った」
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　 ク レ ジ ッ トが 終 わ って ドラ マが 始 ま る 前 に 、 画 面3の 序 言(foreword)が 映

し出 され る 。

 There was a Land of 

Cavaliers and Cotton Fields 

Called the Old  South  ... 

 Here in this pretty world 

Gallantry took its last bow. 

 Here was the last ever to 

be seen of Knights and their 

Ladies Fair, of Master and of 

Slave ... 

 Look for it only in books, 

for it is no more than a 

dream remembered. 

 A Civilization gone with 

      the wind ...

　　　綿 畑 の 広 が る 、騎 士 た ち の

「旧 き よ き南 部(オ ー ル ド ・サ ウ ス)」 と呼 ば れ た

国が あ っ た 。

　　　こ こ 、 この 美 しい 世 界 で
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華やかな騎士道が最後の別れを告げていった。

　　ここで、騎士たちと麗しき貴婦人たちの

そして、主人と、奴隷の

見納めとなった。

　　今、その国を訪ねる場所は書物のみ、

それはもはや記憶に残る

夢にす ぎないからだ。

　　ひとつの文明が風 と共に

　　　　　　　　　去ったのだ。

　 こ の 序 言 は 脚 本 を担 当 した シ ドニ ー ・ハ ワ ー ドが 書 い た も の で あ る。 彼 は

cavalier,　gallantry,㎞ight,　ladyな どの 西 欧 中世 の騎 士 階 級 に言 及 す る言 葉 を使 用

して 旧南 部 文 明 の特 徴 を 指摘 して い る。

な お、 こ れ に 関 して は 、William R. Taylor, Cavalier and Yankee: The Old

South and American National Character (1957)と い う名 著 が あ る。

画 面4　 ドラ マ は 「タ ラ」 に始 ま って 、「タ ラ」 で終 わ る 。映 画 最 初 の シ ー ンは

「タ ラ大 農 園 」(ス カ ー レ ッ ト ・オハ ラの 生 まれ育 っ たプ ラ ンテ ー シ ョン)の 大 邸

宅 に始 まる(ち な み に 、マ ー ガ レッ ト ・ミ ッチ ェル が タ ラ大 農 園 の モデ ル に した

の はジ ョー ジア 州 ア トラ ンタ近 郊 の ジ ョー ンズ ボ ロ に実在 したプ ラ ンテ ー シ ョン

で あ った)

　 19世 紀 初 頭 、 ス カ ー レ ッ トの

父 ジ ェ ラ ル ド ・オ ハ ラGerald

O'Hara(現60歳)は 、21歳 の

時 に 故 国 ア イ ル ラ ン ド か ら

ジ ョー ジ ア州 サ ヴ ァナ にや って

き た。 徹 夜 の ポ ー カ ーで 、 ア ト

ラ ン タ近 郊 の640エ ー カー(甲
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子 園球 場 の約65倍)の 土 地 を 不 在 地 主 か らせ しめ た の を きっか け に農 園 主 に な

る こ と を決 意 、 古代 ア イ ル ラ ン ド諸 王 の 砦[玉 座]が あ っ た ア イ ル ラ ン ド、 ダ

ブ リ ン近 くにあ る タ ラ(Tara)の 丘 にち な ん で 農 園 を 「タ ラ」 と名付 け た。 そ

の 後 、 兄 た ちや 銀 行 か ら資 金 を調 達 、 奴 隷 を購 入 して 、 この 農 地 を綿 花大 農 園

(cotton　 plantation)に 成 長 させ た(ち なみ に、　O'Haraな ど0'で 始 まる姓 は ア

イ ル ラ ン ド系 の 姓 で 「… の息 子[子 孫]」 の意)。

　 画 面4は 「タ ラ ・プ ラ ンテ ー ヨ ン」 の 農 園主 家 族(オ ハ ラ家)が 住 む大 邸 宅 。

農 園 主 家 族 の 大 邸 宅(plantation　 house)を 一 般 に 「マ ンシ ョ ン」mansion、 奴

隷 た ちの 住 居 を 「キ ャ ビ ン」cabinと 言 っ た。

参 考 資 料

　 『風 と共 に去 りぬ 』 の 時 代 考 証 を担 当 した ア トラ ン タ在 住 の 地 方 史家 ・画 家

ウ ィ ルバ ー ・ジ ョー ジ ・カー ツWilbur　 George　 Kurtz(1882-1967)は 「タラ ・プ

ラ ンテ ー シ ョ ン」 概 念 図 を 制 作 して い る。

　小 さ くて 見づ らい が 、 中 央 や や 下 のTHE　 HOUSEと あ るの が 、 オハ ラ家 の 農
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園主 大 邸 宅(マ ン シ ョン)で 、 道路 を隔 て て北 西 に 植 え られ て い る10本 余 りの

樫 の 木(オ ー ク ・ツ リー)を 挟 ん で 奴 隷 た ち の 住 まい で あ る20軒 余 りの 小 屋

(キ ャ ビ ン)が 並 んで い る。 これ がSlave　 Quarters(奴 隷 宿 舎)で あ る。 ち なみ

に 、 図 下 の 東 西 に 伸 び る 道路 に は 、 西 方 向 に進 め ば隣 の 大 農 園"Twelve　 Oaks"

(「トウ ェ ル ヴ ・オ ー クス 、12本 の 樫 の 木 」)に 至 る とあ る。

画 面5画 面 は 、満 開 の サ ク ラ(?)越 しに覗 く タラ の 大邸 宅 のベ ラ ン ダ に移 る

　 桜 に 見 え る の は 実 は ハ ナ ミズキ(dogwood)で あ る。 いず れ に して も春 で あ

る こ とに 違 い な い 。 小 説 か ら は、 そ の 日が 南 部 に よ るサ ム ター要 塞 砲 撃(1861

年4月12日)の 翌 々 日で あ る こ とが わ か る。

画 面6　 ス カ ー レ ッ ト ・オハ ラ(16歳)登 場
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　 ベ ラ ン ダに は 、 男2人 女1人 の 若 者 た ち。 後 ろ 姿 の 若 者 が 左 に退 くと、 隠 さ

れ て い た ス カー レ ト ・オハ ラ の 顔 が ク ロ ー ス ア ップ で 現 れ る 。 「そ の 顔 に は 、

ジ ョー ジ ア 州 沿 岸 に 見 られ た フ ラ ンス 貴 族末裔 で あ る母 親 の繊 細 な 顔 立 ち と、

赤 ら顔 の ア イ ル ラ ン ド人 で あ る 父親 の粗 野 な 顔 立 ち が くっ き りと混 じ り合 っ て

い た」。 「ドレス は 、 この あ た りの3郡 で1番 細 い17イ ンチ の腰 を完 壁 に 浮 き立

たせ 、 ぴ っ ち りと した バ ス ク(短 上 衣)は16歳 に して は よ く成 熟 した 胸 の ふ く

らみ を 見せ て い た」(小 説 第1部 第1章)。

　 ス カ ー レ ッ トを挟 む2人 の若 者 は近 くの ター ル トン家 の19歳 に なる 双子 ブ レ

ン トとス チ ュ ア ー ト。2人 は 開口 ー 番 「大 学 を 退 学 に な っ て も平 気 さ。 今 に も

戦 争 が 起 こ りそ うな の だ か ら、 大 学 をや め た ん だ 」 と戦 争 を話 題 にす る。 ス

カ ー レ ッ トは 戦 争 に何 の 関心 もな くそ の 話 題 に は うん ざ りなの だ 。 しか し、皮

肉 な こ とに 、 これ か ら始 まる の は 、 彼 女 が 戦 争 に 巻 き込 まれ て い く ドラマ で あ

る 。

　 ター ル トン家 の 双 子 の 若 者 は 、 ス カー レ ッ トに、 隣 の 大 農 園 「トウ ェル ヴ ・

オ ー クス」 の 後 継 者 ア シュ リー ・ウ ィル クス が 従 妹 の メ ラ ニー と婚 約 した こ と

を 告 げ る 。 ア シ ュ リー を密 か に 思 う ス カー レ ッ トは シ ョ ック を受 け、 何 とか し

て 自分 が ア シュ リー と結 婚 した い と考 え る。 彼 女 の ア シ ュ リー へ の 思 い が ここ

で は ドラマ を構 成 す る も う1つ の要 素 で あ る こ とが 明 らか に され る。

　 こ う して 、 映 画最 初 の シ ー ンは、 ①(南 北)戦 争 と② ア シュ リーへ の 思 い と

い う2つ の 要 素 が こ の ドラ マ を構成 す る重 要 な要 素 で あ る こ と を窺 わ せ る 。 見

事 な 劇 作 術 で あ る。

　 ター ル トン家 の 双 子 の 兄 弟 は 乗 馬 服 姿 で あ る。 「乗 馬 が 巧 み な こ と、 射 撃 が

じ ょうず な こ と、 踊 りが う まい こ と、 や さ し く婦 人 に奉 仕 し、一 人前 に酒 が の

め て 酒 席 の 相 手 が つ と ま る こ と、 彼 らに必 要 な の は、 これ だ け だ っ た」 小 説 第

1部1章 よ り)。 こ れがknightの 嗜 み で あ り、gallantryで あ る た め の条 件 で あ っ

た 。 ち なみ に、 ス カー レ ッ トの 父 ジ ェ ラ ル ドも 「す ぐれ た 馬術 家 」 だ った 。
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画面7　 大農園で働 く黒人奴隷たちが1日 の仕事を終えて、家路につく牧歌的な

シーン

　画面7は タラ大農園の鐘楼。2人 の黒人の子供が輪に載って 「仕事の終わ り」

を告げる鐘を鳴らしている。

画 面8の ス ク リプ ト　 棉 花 畑 。 奴 隷 た ちが 畝 を耕 して い る。 「仕 事 の 終 わ り」 を

告 げ る鐘 が 遠 くに聞 こ え る。 奴 隷 の1人 、 エ ラ イジ ャが 手 を休 め る。

ELIJAH Quittin' time. 

Another  huge black slave, known as Big Sam,  turns on  Elijah  shaiply. 

BIG SAM Who said? 

ELIJAH I sez. 

BIG SAM You can't sez.  I'se de foahman. I'se de one dat sez when it's time to
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quit. (he calls to the other slaves)

Quittin' time.

エ ラ イ ジ ャ 「仕 事 一 終 わ りだ!一 」(大 男 の 奴隷 ビ ッグ ・サ ム が エ ラ イ ジ ャ

　 　 　 　 　　 を睨 みつ け る)

ビ ッグ ・サ ム 「今 の は どい つ だ?」

エ ラ イ ジ ヤ 「オ レだ」

ビ ッグ ・サ ム 「オ マ エ じ ゃ駄 目 だ。 親 方 は オ レだ 。 オ レが 終 わ りの 時 間 を

　 　 　 　 　　 告 げ る の だ 」(他 の奴 隷 た ち に 向 か っ て)

　 　 　 　 　　 「仕 事 一 終 わ りだ!一 」

 foahman.=foreman=  (historical, US, during the era of slavery) A black

(slave) assistant to the white overseer who managed field hands.OED 野良仕事

をす る黒 人 奴 隷 た ち の 親 方 。 白 人の 奴隷 監 督 　(overseer)の 助 手 。

画面9　 ドラマのテーマは 「タラ」である　　3度 繰 り返 される重要なシーン、

その1

　そ の 日の 夕方 、 「トウ ェ ル ヴ ・オー ク ス」 か ら戻 って きた 父 ジェ ル ラル ドは ア

シ ュ リー の婚 約 に落 ち込 む ス カーレ ッ トを見 て2入 で 丘 に 向か い なが ら、 ア シ ュ

リー とで は幸 せ に なれ な い 、南 部 人 で お 前 と同 じ考 え 方 を す る男 な ら誰 と結 婚

し よ う と大 差 な い と諭 す 。 そ の わ け は、
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ジ ェ ラ ル ド 「わ しが 死 ん だ ら、(彼 女 が うわ の 空 で あ る の を知 りな が ら)タ

　 　 　 　 　 　 ラ をお 前 に譲 るか らだ 」

ス カー レ ッ ト 「タ ラ なん か 欲 し くない わ。 農 園 な ん て何 に もな りは しな い

　 　 　 　 　 　わ 、 だ って一 」

ジェ ラ ル ド(立 ち止 ま り、憤 然 と して)「 ケ イテ ィー ・ス カー レッ ト ・オハ

　 　 　 　 　 　 ラ よ、 タ ラが一 あ の 土 地 が 何 に もな らな い と言 うの か?」

　 (ス カー レ ッ トは答 え ない 。2人 は 周 りの 田 園 を 見 下 ろ す 丘 の 頂 上 近 くで立 ち

止 まる 。

　 ジ ェ ラ ル ドは腕 を突 き 出す)

　 〈2入 の 視 点 か ら見 た 、 タ ラの 豊 か で 美 しい 土 地 の 長 い パ ン ・シ ョ ッ ト〉

　 　 ジ ェ ラ ル ドの 声(続 く)「 土 地 こそ そ の た め に働 く価 値 の あ る唯 一 の もの 、

　 　 　 　 　 　 　 　死 ぬ 価 値 の あ る 唯 一 もの な の だ一 なぜ な ら、こ の世 で永 続 す

　 　 　 　 　 　 　 　 る唯 一 の もの だか ら」

　 〈 ジ ェ ラ ル ドとス カ ー レ ッ トの2人 の シ ョ ッ トに戻 る 〉

　 　 ス カー レ ッ ト(う ん ざ り して)「 まあ、 パ パ っ た ら、 ア イ ル ラ ン ド人 そ っ く

　 　 　 　 　 　 　 　 りね」

　 　 ジ ェ ラ ル ド 「わ しは 誇 りに し て い る の だ 、 ア イ ル ラ ン ド人 で あ る こ と を。

　 　 　 　 　 　 　 　お 嬢 ち ゃ ん 、 お前 に も半 分 ア イル ラ ン ド人 の 血 が 混 じっ て い

　 　 　 　 　 　 　 　 る の を忘 れ る な」

〈全景のショットに戻る〉

　ジェラルドの声(続 く)「そして、体内にアイルランド入の血を一滴でも持

　　　　　　　つ者には、自分が住む土地は母親のようなものなのだ。ああ、

　　　　　　　だが、お前はまだほんの子供だ。やがてわかる時が来るだろ

　　　　　　　う、土地に対する愛情を一アイルランド人である限 りはそれ

　　　　　　　から逃れられないのだ」
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画 面10　 〈 ジ ェラル ド とス カ ー レ ッ トの後 ろ姿 を 撮 る リバ ー ス ・シ ョ ッ ト〉

(土地 を 見つ め なが ら、 ジェ ラ ル ドはス カー レ ッ トを片 腕 で抱 く。 カ メラ は

次 第 に 後退 して 行 き、最 後 に は ジェ ラル ド ・オハ ラ と娘 が 夕 日の 中 で美 し

い タラ の土 地 を 見つ め て い る小 さな シル エ ッ トと な る。 この 間 、 この映 画

で タラ の た め に作 曲 され た テ ー マ音 楽(「 タ ラの テ ーマ 」)が 伴奏 され る)

以 上 　 ス ク リプ トは シ ドニ ー ・ハ ワー ド

　 　 音 楽 は マ ッ クス ・ス タ イナ ー

画 面11　 奴隷 監 督(overseer)ウ ィル カ ー ソ ンの 社 会 的 地 位 とル サ ンチ マ ン

　そ の晩 遅 く帰 宅 した エ レン ・オ ハ ラは タラの奴 隷 監 督 ジ ョー ナ ス ・ウ ィルカ ー

ソ ン と会 っ て 、 彼 が ス ラ ッ ター 家 の 娘 に 妊 娠 させ た 不 義 の 子 の 出 産 を手伝 っ て

きたが 死 産 した こ と を伝 え る。 そ して 、 夫 の ジ ェ ラ ル ドに彼 の 解 雇 を求 め る。
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　 一 般 に 、 大 農 園(プ ラ ン テ ー シ ョ ン)に お け る 階 層 は 、 上 か ら大 農 園 主

(plantation　owner)、 奴 隷 監督(overseer)、 奴 隷(slaves)に 区分 け され て い

た。 大 農 園主 は 農 園 の経 営 を奴 隷 監 督 に大 き く依 存 し、 奴 隷 監 督 は奴 隷 の仕 事

を 指揮 ・運 営 す る た め に雇 用 され て い た 。 通 常 、 奴 隷 監 督 は 白 人 で あ っ た が 、

白 人 の 中 で は奴 隷 売 買 商 人 に次 い で 低 い 身分 で 、 大 農 園 で は 農 園 主 が 大 邸 宅

(マ ン シ ョン)に 住 ん だ の に対 して 、 奴 隷 監 督 は小 さ な住 宅 　 (small　house)

で 、 そ して 、 奴 隷 は い わ ゆ るslave　quartersの 丸 太 小 屋 　 (cabin)で 生 活 し た。

また 、 奴 隷 監 督 は 白人 で あ りなが ら蔑 ま れ て い て、 農 園主 ら との社 交 に加 え て

は も らえ なか った 。

　 (旧南 部 で は南 部 人 の ほ とん どが 奴 隷 所 有者 で な く、 また か りに奴 隷 所 有 者 で

あ って もそ の大 多数 が10人 以 下 の奴 隷 しか所 有 して い なか った 。 しか し、 大 農

園 主 は 農 業 労 働 力 と して か な りの 数 の 奴 隷 を 所 有 して い て 、 彼 らは しば しば

「エ リ ー ト農 園 主(planter　 elite)」 あ る い は 「貴 族 農 園 主(planter　 ai-istocra-

cy)」 と呼 ば れ た 。 彼 らの 割 合 は 州 や 地 域 に よ って 異 な る が 、 土 地 所 有 者 全 体

の4.5%、8%と か とい わ れ る ほ ど少 な か った)。

　 ウ ィル カ ー ソ ン を 「郡 で1番 の 奴 隷 監 督 」 と考 えて い た ジ ェ ラ ル ドは 妻 の 突

然 の 要 求 に驚 くが、 そ の 理 由 を耳打 ち され て、 「ヤ ンキー の ウ ィル カ ー ソ ンと貧

乏 白 人 の ス ラ ッ タ リ ー 家 の 娘 とが 」("The　 Yankee　 Wilkerson　 and　 the　white

trash　Slattery　girl")と 呆 れ 顔 でil蛋う。

　 こ こで 、 ジ ェ ラ ル ドが 、 ウ ィル カー ソ ンが ヤ ンキ ー で あ る こ と、 ス ラ ッ タ

リ ー家 が 貧 乏 白 入 で あ る こ と をわ ざわ ざ指 摘 して い るの は、 ヤ ンキ ー や 貧 乏 白

人 を軽 蔑 して の こ とで あ る 。

　 「ヤ ン キ ー 」 と は 、 も と は ニ ュ ー イ ン グ ラ ン ド6州(Connecticut,

Massachusetts,　 Rhode　 Island,　Vermont,　 New　 Hampshire,　 Maine)生 まれ の住 民 の

こ とを 意 味 した が 、 南 北 戦 争 の 頃 に な る とそ の定 義 が 広 が って 、 北 部 の 住 民 全

体 を指 す よ うに な っ た 。 農 園 主 ジ ェ ラ ル ドは、 卑 しい身 分 の奴 隷 監 督 に就 い て

い る ウ ィル カー ソ ンが 南 部 に敵 対 す る 「ヤ ンキ ー」 で あ る こ とを こ とさ ら強調
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して い る の で あ る。

　一 方 、 南 部 の 「貧 乏 白 人」 は 貧 し く、 教 養 も な く黒 入奴 隷 にす ら軽 蔑 され て

い た 。 ス ラ ッ タ リー の家 族 は低 い 沼 沢 地 に わず か3エ ー カ ー の 農 地(タ ラ農 園

の200分 の1、 甲 子 園 球 場 の20分 の1)に 暮 ら して い た。 娘 の 名 はエ ミー 。 エ

ミー は チ フス を罹病 した 時 に もエ レ ン ・オハ ラ に看 護 して も らうが 、 エ レ ン は

感染 して 死 亡 。 エ ミー は 、 そ の 後 、 ウ ィル カ ー ソ ンと結 婚 して、 南 北 戦 争 後 は

「カ ーペ ッ トバ ガ ー」(carpetbagger)の 夫 と と もに、 タラ を 買収 す る ため に訪

れ る が 、 ス カー レ ッ トに追 っ払 われ る。

　 小 説 で は 、 解 雇 され た と きの ウ ィル カ ー ソ ンの怨 嵯 は次 の よ う に書 か れ て い

る。 「ジ ョー ナ ス(・ ウ ィル カー ソ ン)は 南 部 の 人間 が すべ て きらい だ っ た。 彼

に 対 す る南 部 人の よそ よそ しい 丁重 さを憎 み 、 そ の丁 重 さ の裏 か ら明 らさ ま に

見 え る彼 の 社 会 的 地 位 に たい す る軽 蔑 を憎 ん だ。 そ して 南 部 人 の もつ 、 す べ て

の憎 むべ き もの の 縮 図 と して 、 エ レ ン ・オ ハ ラ を 、 他 の な に もの に もま して憎

ん だ 」(小 説 第1部 第5章)。

画面12　 カ トリック教徒オハラ家の祈り

　 エ レ ンは 居 間 に 入 っ て 、 家 族 全 員(夫 、 娘 た ち、 黒 人 奴 隷 の 召 使 た ち)で お

祈 りを始 め る 。 ア イル ラ ン ド系 の オハ ラ家 は も ち ろん カ トリ ックで あ る 。 エ レ

ンは ロ ザ リ オ を手 に 、 「告 白 の 祈 り」(confiteor)を 唱 え る 。 「す べ て の 聖 人 に

告 白 し ます 。 わ た しは 思 い 、 こ とば 、 行 い、 怠 りに よ って ひ どい 罪 を犯 し ま し
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た 。 ゆ え に 、 処 女 マ リア さ ま に懇 願 し ます 」 (I confess ... to all the saints that I

have sinned exceedingly in thought, word, and deed, through my fault, through my 

fault, through my most grievous fault. Therefore, I beseech blessed Mary ever 

Virgin  ...

　 エ レ ンは 信 心 深 い カ トリ ッ ク教 徒 と して 自 らの 良 心 を検 討 ・反 省 す る の を 日

課 と して い た が 、 こ の 時 の ス カ ー レ ッ トは 自 分 の 心 を 検 討 した 結 果 、 ア シ ュ

リー は 自分 が 愛 して い る こ と に気 づ い て い ない の で は な い か と考 え、1つ の 策

略 を巡 らす 。

　 参 考 資 料 　 ジ ョー ジ ア州 の 宗 教

　 他 の 南 部 各 州 と同 様 、 圧 倒 的 に キ リス ト教 プ ロ テ ス タ ン トが 多 い。2010年 時

点 で ジ ョー ジ ア州 人 口(9,687,653人)の 宗 教 比 率 は次 の とお りで あ る 。

　 　 プ ロ テ ス タ ン ト　 　 　 　 70%(バ プ テ ス ト24%、 メ ソ ジ ス ト12%、 長 老

　 　　 派 教 会3%、 ペ ンテ コ ス テ派3%、 そ の 他 の プ ロ テ ス タ ン ト28%)

　 　 ロー マ ・カ トリ ッ ク　 　 12%

　 　 他 の 宗 教 　 　 　 　 　 　 3%

　 　 無 宗 教 　 　 　 　 　 　 13%

画 面13　 「タ ラ」 よ りも大 きい ウ ィル クス 家 の 大農 園 「トウ ェル ヴ ・オ ー ク ス」

「トウ ェル ヴ ・オ ー クス 」 の 表 札

TWELVE OAKS 

JOHN WILKES, Owner 

ANYONE DISTURBING THE 

PEACE ON THIS PLANTATION 

WILL BE PROSECUTED.

トウェ ル ヴ ・オ ー クス

所 有者 、 ジ ョ ン ・ウ ィ ル ク ス

この プ ラ ンテ ー シ ョンの

治安 を乱 す 者 は 何 人 で あ れ

起 訴 され る。

ち なみ に、 「タラ」 の表 札(ス クリ プ トの み で、 公 開映 画 で は カ ッ トされ た)。
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    TARA 

POSTED. NO HUNTING 

GERALD  O'HARA, OWNER

　 　 タラ

告 。 狩 猟 禁 止

ジ ェ ラ ル ド ・オハ ラ、所 有 者

画面14　 門柱から玄関までの道を12本 の樫(オ ーク)の 木が並ぶ

画 面15　 白 い 円 柱 の 立 ち並 ぶ 玄 関 に招 待 客 を乗 せ た馬 車 が 次 々 と到 着 す る

　 翌 日、 ジ ェ ラ ル ドと娘 た ち は、 ウ ィル ク ス家 の 「バ ーベ キ ュ」 パ ー テ ィに招

待 され る。 ウ ィ ル ク ス家 の プ ラ ンテ ー シ ョ ンは大 邸 宅(マ ンシ ョン)の 敷 地 に

植 え られ た12本 の 樫 の 木 に ち なん で 「トウ ェル ヴ ・オー ク ス」 と名付 け られ た。

そ の邸 宅 は タラの そ れ よ りもは る か に大 き く豪 華 で あ っ た。 「丘 をの ぼ る と、均



映画 「風 と共に去 りぬ』 トリヴィア　 　19

整 の とれ た 白 い建 物 が 目の前 に あ らわ れ た 。 高 い 円 柱 、 ひ ろ び う と した ベ ラ ン

ダ、 平 た い屋 根 、 そ れ は あ た か も 自分 の 魅 力 に 自信 を も ち、 そ の た め す べ て の

入 に たい して寛 容 で 親切 な貴 婦 人 の よ う に美 しか っ た。 ス カー レ ッ トは、 タ ラ

以 上 に、 こ の トウ ェ ル ヴ ・オ ー クス が 好 きだ っ た。 なぜ な ら、 そ こ に は ジ ェ ラ

ル ドの邸 宅 に は見 られ な い荘 厳 の 美 と円熟 した 品格 が あ っ たか らだ 」(小 説 第1

部 第6章)。 こ の 円柱 を備 えた 白亜 の 建 物 は古 代 ギ リ シ ャ神殿 を思 わせ て、 南 部

プ ラ ンテ ー シ ョ ンに典 型 的 な マ ン シ ョンの 中 で も一 際 美 しい。

　 ウ ィル クス 家 は農 園 の大 き さ、 奴 隷 の 数 な ど郡 で2番 目に富 裕 な 一 族 で 、 現

在 の 農 園 主 ジ ョ ン ・ウ ィル クス は 妻 に先 立 た れ たが 、 成 人 した息 子 ア シ ュ リー

と2人 の娘 が い る。 ア イ ル ラ ン ド人 ジ ェ ラ ル ド ・オハ ラ に粗 野 な と こ ろが あ る

の に対 して 、 ジ ョ ン ・ウ ィル ク スは 洗 練 され て い て読 書 や 音 楽 ・絵 画 を好 ん だ

が 、 これ は ウ ィル クス 家 が ヴ ァー ジニ ア州 出 身 で あ っ たか らか も知 れ ない 。

　 ウ ィル クス 家 は 近 親婚 で も知 られ て いて 、 ア シ ュ リ ー の婚 約 者 メ ラニ ー ・ハ

ミル トンは ア トラ ン タ在 住 の また い と こ　 (second　 cOUsin)で あ る。

　 「タ ラ」 と 「トウ ェ ル ヴ ・オ ー ク ス 」 の2つ の プ ラ ン テ ー シ ョ ンは と も に

ジ ョー ジ ア州 ク レ イ トン郡 にあ っ て 隣接 す る と設 定 さ れ て い るが 、2つ の 邸 宅

間 は馬 車 や 馬 で 行 か ね ば な ら ない ほ ど の距 離 が あ る。
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画 面16　 ス カ ー レ ッ トを め ぐ る男 た ち一 ア シ ュ リー 、 レ ッ ト ・バ トラ ー 、 その

他 の 「ボ ー 」

男 た ち1.ア シ ュ リー

　 ウ ィル ク ス家 の 邸 宅 で ス カー レ ッ トは 、 あ らた め て ア シュ リー か ら婚 約 者 の

メ ラニ ー を紹 介 され る。 自分 こそ が ア シュ リー を愛 して い て結 婚 相手 に相 応 し

い と信 じて い る ス カー レ ッ トに は メ ラ ニ ーが 疎 ま し く思 わ れ て仕 方 が な い。

　 ス カー レ ッ トが メ ラニ ー と挨 拶 を交 わ して い る 間 、 ア シ ュ リー は愛 撫 す る か

の よ う に優 し くメ ラ ニ ー の肩 の ス カ ー フ を整 え て や る 。 そ れ をス カー レ ッ トは

嫉 妬 にか られ 、 憤 然 と見 つ め る。

画 面17　 男 た ち2.レ ッ ト ・バ トラ ー

ウ ィル ク ス家 邸 宅 の2階 の 寝 室 に続 く豪 華 な 階段 を登 っ てい る途 中、 ス カ ー
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レ ッ トは階 段 の 下 か ら色 黒 で精悍 な(35歳 位 の)男 が 「ま る で下 着 を つ け て い

な い姿 の 自分 を 見 る か の ご と く」 じっ と見 つ め て い る の に気 づ く。 友 人 の キ ャ

ス リ ー ン ・カ ル ヴ ァー トに よ る と、 この 男 、 名 は レ ッ ト ・バ トラー(船 長)で

サ ウ ス カ ロ ラ イ ナ 州 チ ャ ー ル ス トン(港 に 南 北 戦 争 の きっ か け と な っ た サ ム

ター要 塞 が あ る)出 身。 陸 軍 士 官 学 校 で 放 校 処 分 を受 け 、 チ ャ ー ル ス トンの令

嬢 を夜 馬 車 で 連 れ 出 して キ ズ モ ノ に して お きな が ら結 婚 しな か っ た(そ の 後 、

小 説 で は 、 レ ッ トは そ の た め に決 闘 を挑 ん だ 令 嬢 の 兄 を射 殺 した)な どの悪 い

評 判 のせ い で勘 当 され て 、 北 部 で 暮 らす こ とが 多 か った とい う。 こ れ が ス カ ー

レ ッ トと レ ッ ト ・バ トラ ー の 最 初 の 出 会 い で あ る。

画 面18　 男 た ち3.そ の 他 の 「ボ ー」 た ち

　 バ ーベ キ ュ ・パ ー テ ィは た け なわ で 、 ス カ ー レ ッ トは招 待 され た(農 園主 の)

年 頃 の若 者 た ち(こ れ を 「ボ ー 」beauと い う。 複 数 はbeaux)を 周 りに したが

え て 、 得 意 に な って 彼 らの 心 を もて あ そ ぶ。 前 方2人 の 若 者 は ター ル トン家 の

双 子 ブ レ ン トとス チ ュ ア ー ト。 ス カー レ ッ トの す ぐ右 にい る のが メ ラ ニ ー の 兄

チ ャー ル ズ ・ハ ミル トン。 「ボ ー」 た ち は ス カー レ ッ トに取 り入 る の に必 死 だ

が 、彼 女 は 遠 くに 見 え る ア シ ュ リー と メ ラニ ー が 腕 を組 んで 歩 く姿 に心 を沈 ま

せ る 。
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画 面19　 日時 計 、 ス カ ー レ ッ トに は午 睡 を して い る暇 は な い

　 南 部 令 息、(Southern　 beau「 ボー 」)の 交 際 相 手 で あ る南 部 令 嬢 　 (Southem

belle「 ベ ル」)た ち は、 バ ー ベ キ ュ ・パ ー テ ィの 後 、夜 の 舞 踏 会(ball)に 備 え

て 、 午 睡 を取 らね ば な らな い。 付 添 い(こ れ を シ ャペ ロ ンchaperonと い う)の

黒 人 召 使 マ ミー は 「良家 の お 嬢 様(well-brought　 up　young　 ladies)は パ ー テ ィ

で 昼 寝 をす る も の で す 、 今 が そ の 時 間で す 」 と 命 令 す る が 、 ス カ ー レ ッ トは

「サ ラ トガ(ニ ュー ヨー ク州)に 滞 在 した 時 に は ヤ ンキー 娘 が昼 寝 を して い るの

を 見 た こ とが な い」 と反 論 。 そ れ に対 して 、 マ ミー は 「今 晩 の 舞 踏 会 に ヤ ン

キー 娘 は誰 も出席 しな い」 とや りこめ る 。 この 午 睡 は い わ ゆ る 「シエ ス タ」 と

呼 ばれ る、 ス ペ イ ンな ど熱 帯 地 方 の 国 々で午 後 の 一 番 暑 い 時刻 に行 われ る習慣 。

ア メ リカ南 部 ジ ョー ジア 州 に もあ った こ とが 窺 え る。

　 午 睡 の 時 刻 を示 す 日時 計(こ の スナ ップ は ス ク リプ トに な い)。 針 の 影 は3時

と4時 の 問 を 指 して い る。 そ の 下 に"DO　 NOT　 SQUANDER　 TIME.　 THAT　 IS

THE　 STUFF　 LIFE　IS　MADE　 OF"(「 時 間 を無駄 にす る な。 そ れ こそ 人 生 を作 り上

げ て い る もの な の だ か ら」)の 教訓 が 刻 まれ て い る 。 こ れ はベ ン ジ ャ ミン ・フ ラ

ン ク リ ン(Benjamin　 Franklin,1706-1790)の 『貧 し い リ ー チ ャ ー ドの 暦 』

(Poor　Riclaard's　Alman.ack、 」:une　17-6)に あ る"Dost　 thou　love　life?Then　 do

not　squander　 time,　for　that's　the　stuff　life　is　made　 of."か らの 引 用 。 ス カ ー レ ッ

トは(昼 寝 な ど して)時 間 を無 駄 に して い る こ とはで きな い。 こ の時 間 に もア

シュ リー に 会 っ て 、 愛 して い る こ とを告 白せ ね ば な らな い。
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画 面20夜 の 舞 踏 会(ball)に 備 えて 、 一 斉 に午 睡 を取 る 「サザ ン ・ベ ル 」(南

部 令 嬢)た ち

　 「サ ザ ン ・ベ ル」(Southern　 belle南 部 令 嬢)と は 、 主 と して 「オ ー ル ドサ ウ

ス」 の上 流 階級(農 園 主)の 娘 た ちの こ と を い う。 彼 女 た ち は女 性 と して の礼

儀 正 しい 規範 に 従 わ ね ば な ら ない 。 そ の 特 色 は 肉体 的 な美 しさ よ り も身 につ け

て い る 魅 力 に あ る。 結 婚 が 彼 女 た ちの 最 終 目標 で あ る。 ス カ ー レ ッ ト ・オ ハ ラ

も メ ラニ ー ・ハ ミル トン も、 そ して 、 ス カ ー レ ッ トに とっ て は母 の エ レ ンこ そ

が サ ザ ン ・ベ ル で あ っ たか ら、 同 じサ ザ ン ・ベ ル とい っ て も、 そ の性 格 や年 齢

は さ ま ざ まで あ る。

画 面21　 南 部 同盟(the　 Confederacy)の 男 た ちの 傲 慢 な議 論

　 サ ザ ン ・ベ ルた ち が 階 上 で 午 睡 を取 っ て い る 間 、 階 下の 食堂 で南 部 の 男 た ち
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は合衆国連邦(北 部)と の戦争について喧しい議論をする。

　 ジ ェ ラ ル ド、 フ ラ ン ク ・ケ ネデ ィ、 チ ャ ー ル ズ ・ハ ミル トン、 ス チ ュ ァ ー

ト ・ター ル トン な どの 意 見 は 「わ れ わ れ は おせ っ か い な ヤ ンキ ー の侮 辱 に十 分

我慢 して き た。 彼 らの 賛 否 に拘 らず 奴 隷 制 を維 持 す る 。 わ れ わ れ は サ ム ター要

塞 を砲 撃 した以 上 、 戦 争 を免 れ な い」、 「リ ンカ ー ンを 屈 服 させ よ う」、 「南 部 人

1人 は ヤ ンキ ー20人 を負 か す こ とが で きる」、 「1回の 戦 闘で カ タ を付 けて や る。

紳 士 は烏 合 の衆 よ り強 い か ら」とい う勇 ま しい もの で あ っ た。騎 士 道 を尊 ぶ南 部

紳 士 は乗 馬 や射 撃 に長 け て い て 、 旧来 の戦 闘 で な ら敵 を圧 倒 す る 自信 が あ った 。

　 ア シ ュ リー の 意 見 は そ れ ほ ど 勇 ま し くな い 。 「自分 は ジ ョー ジ ア州 が 戦 う な

ら、 行 動 を共 にす るが 、 父 と同 じ意 見 で 、 で きる こ とな らヤ ンキ ー は わ れ わ れ

が 連 邦 を離 脱 す る邪 魔 を しな い で も らい た い 。 こ の 世 の 多 くの 悲 惨 は 戦 争 に

よ って 引 き起 こ され て きた。 戦 争 が 終 わ っ て し まえ ば 何 の た め の 戦 い だ っ た か

誰 に も わか らな か っ と とい う こ とに な る」 とい う。

　 南 部 諸 州 は合 衆 国連 邦 　 　(the　Union)か ら 「離 脱 ・脱 退 」 して(こ れ をthe

Secessionと い う)新 しい 国 「南 部 同 盟(連 合)」(the　 Confederacy)を 作 っ て

独 立 しよ う と したが 、 リ ンカ ー ン大 統 領 は 武 力 で これ を阻 止 し よ う と した。 こ

れ が 南北 戦 争 で あ る。 こ こ で は 「ヤ ンキ ー=北 部=合 衆 国 連 邦(リ ンカ ー ン大

統 領)」 で あ る。

　 少 し離 れ て彼 らの意 見 を 皮 肉 な 目で聴 い て い た レ ッ ト ・バ トラ ー は 、北 部 に

滞 在 した 経験 が あ る と理 由で 、 意 見 を求 め られ る。 「勇 ま しい 言葉 だ けで は 戦争

に勝 て な い 。 南 部 に は砲 兵 工 廠1つ す らな い 。 しか る に、 ヤ ンキ ー は工 場 、造

船 所 、 炭鉱 、 わ が港 湾 を封 鎖 しわ れ わ れ を餓 死 させ る海 軍 力 を備 え て い る。 わ

れ わ れ に あ る もの とい え ば 、 綿 と奴 隷 と、 そ して 、 傲 慢 」 とい うの が 彼 の 意 見

で あ った 。(参 考 資 料 「1860年 の 北 部(Union)と 南 部 同盟(CSA)の 比 較 」 を参 照)
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　 これ を聴 い て 、 勇 ま しい若 者 の代 表 チ ャー ル ズ ・ハ ミル トンは レ ッ ト ・バ ト

ラー を南 部 を侮 辱 す る者 とみ な して 、 決 闘 を挑 む 。 レ ッ ト ・バ トラー は そ れ に

は 応 じず 、 詫 び を入 れ て そ の場 を去 る。

　 ア シ ュ リー は レ ッ ト ・バ トラ ー が射 撃 の 名 人 で あ った か ら こそ 、 わ ざ と決 闘

に応 じなか っ た の だ と説 明す る。 も し レ ッ ト ・バ トラー が 決 闘 に応 じて い た な

ら、 ハ ミル トンは確 実 に命 を 落 と した に違 い ない 。騎 士 道 を尊 ぶ 「オ ー ル ドサ

ウ ス」 文 明 に は 「名誉 」 を重 ん じ、 侮 辱 され る とす ぐ さま 「決 闘 」(duel)を 挑

む 風 潮 が あ っ た。

参 照 資 料

　 「1860年 の 北 部(Union)と 南 部 同 盟(CSA)の 比 較 」

Comparison of Union and CSA, 1860

Population

Free

Slave

(人 口)

(自 由民)

(奴 隷)

Soldiers (兵士)

Railroad miles

Manufactures

(鉄道マイル数〉

(製造業)

Arms production

Cotton bales

Exports

武器製造

(綿花梱数)

(輸 出)

Year Union CSA 

1860  22,100,000  (71  %)  9,100,000  (29  %) 

1860  21,700,000  (81  %)  5,600,000  (19  %) 

1860  400,000  (11%)  3,500,000  (89  %)

1860-64 2,100,000  (67%) 1,064,000  (33  %)

1860  21,800  (71%)  8,800  (29  %) 

1860  90  %  10  % 

1860  97%  3  % 

1860 negligible (frili.!i) 4,500,000 

1860  30  %  70  %

Chauncey Depew  ( ed.)  , One  Hundred Years of American Commerce 

1795-1895, p. 111; For other data see: 1860 US census and Carter, Susan B., 

ed. The Historical Statistics of the United States: Millennial Edition (5 

 vols),  2006.  V,11:
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画面22　 書斎　スカーレットの告白と失恋

　 午 睡 の 時 間 か らひ と り抜 け 出 した ス カー レ ッ トは 人 目につ か ない よ うに書 斎

で ア シ ュ リー に愛 の 告 白 をす る。

　 そ れ に対 して 、 ア シュ リー は、 自分 は メ ラニ ー を愛 し結 婚 す る、 そ の理 由 は

彼 女 は 「自分 の 血 の 一 部 で あ り、 互 い に理 解 してい る」(she's　part　of　my　blood

　 and　we　understand　 each　other)か らで あ り、 ス カ ー レ ッ トを愛 す る こ とが で

きな い の は 彼 女 に は 自分 に ない 「生 きる情 熱 」(all　the　passion　for　life)が あ る

が 、 「そ の 種 の 愛 は2人 の性 格 が 自分 た ち ほ どに違 う場 合 に は結 婚 を成 功 させ る

に 十 分 で な い 」(that　kind　of　love　isnlt　enough　 to　make　 a　successful　 marriage

when　 two　people　are　as　different　as　we　are)と 述 べ て拒 否 す る。 ア シュ リー の

結 婚 観 は 近 親 婚 を 旨 とす る ウ ィル クス 家 の特 徴 を表 して もい る。

　 ス カー レ ッ トは ア シ ュ リー に欺 か れ た と思 い彼 の頬 をぶ つ。 そ して 、 ひ と り

残 され る と、 怒 りと悔 しさ の あ ま り手 元 にあ っ た花 瓶 を暖炉 に 向 け て投 げ つ け

る。

画 面23　 レ ッ ト ・バ トラ ーの 告 白

　暖炉の前のソファから、割れた花瓶の破片を避けるようにして レット・バ ト

ラーが姿 を現わす。彼は驚きの口笛を吹 き 「戦争が始まったのか」と冗談を言

いつつ も、「あなたが血の気の薄いウィルクス氏の呪縛から解 き離れたときにも

う一度お目にかか りたい、彼はあなたのように生 きる情熱を備えたお嬢さんに



は ま った く相 応 し くな い」 (I hope to see more of you when  you're free of the spell

of the thin-blooded Mr. Wilkes. He doesn't strike me as half good enough for a girl

of your passion for living) と告 白 す る 。 しか し、 ア シ ュ リー を諦 め きれ ない ス

カ ー レ ッ トは レ ッ トの 告 白 を 歯 牙 に もか け ない 。

画 面242組 の結 婚 式 、 メ ラ ニ ー(と ア シ ュ リー)か ら結 婚 の 祝 福 を受 け る ス

カ ー レ ッ トと(軍 服 姿 の)チ ャー ル ズ

　 書 斎 を出 た あ と、 ス カー レ ッ トは、 折 し も リ ンカ ー ン大統 領 の宣 戦 布 告(民

兵 召 集 令 、4月15日)を 耳 に した男 た ち が 南 軍 志 願 に熱 狂 す る あ り さま を 目撃

す る 。 ア シ ュ リー に 袖 に さ れ た 憂 さ晴 ら し に ス カ ー レ ッ トは メ ラ ニ ー の 兄

チ ャー ル ズ ・ハ ミル トンの求 婚 を受 け入 れ る。

　 そ れ か ら結 婚 式 まで 「2週間!平 和 の 時 代 で あ っ た な ら、 そ ん な短 い婚 約 期
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間 は、 と うて い あ りえ な か っ た に ち が い な い。 礼 儀 上 、1年 か 、す くな くと も6

か 月 の 間隔 が 、 そ の あ い だ に あ るべ きだ っ た。 だ が 、 当 時 南 部 は 戦 争 に燃 え立

ち… 昔 日の よ うな テ ンポ は消 え うせ て い た」。 「ア シ ュ リー の 結 婚 式 は 、召 集 が

あ り しだ い 、 い つ で も出征 で きる よ うに、 秋 の 予 定 が5月1日 に早 め られ た 。 そ

れ を知 っ た ス カ ー レ ッ トは、 自分 た ち の結 婚 式 を彼 の 結 婚 式 の 前 日 に決 め た」。

「南 部諸 州 は、 狂 熱 と興 奮 に酔 っ てい た 。 …青 年 た ち は… 入 隊 をい そ ぎ…愛 人 た

ち との結 婚 を い そ い だ 。郡 内 で も何 十組 とな く戦 争 結 婚 が あ げ られ た が 、 別離

を悲 しむ ゆ と りは 、 ほ とん どな か っ た」(小 説 第1部 第7章)。

　 ア シ ュ リー と メ ラニ ー の挙 式 の 翌 日(小 説 で は前 日に な っ て い る)、 チ ャー ル

ズ と ス カ ー レ ッ トの 結 婚 式 が 行 わ れ る。 花 婿 や ア シ ュ リー は南 軍 の 軍 服(グ

レー 色)姿 で あ る。

画 面25　 ス カ ー レ ッ ト16歳 で 未 亡 人 と な る

　 その あ とス カー レ ッ トは 「2月 も経 た ない う ち に未 亡 人 とな った 」。 チ ャー ル ズ

が戦 病 死 したの だ 。(さ ら に、 小 説 で は、 彼 女 は妊 娠 して い て男 の 子 ウエ イ ド ・

ハ ンプ トン ・ハ ミル トンを 出 産 した こ とに な って い る。 映 画 で は 削 除 され た)。

　 16歳 で結 婚 、 未 亡 人 に な った ス カー レ ッ トの 結 婚 は い く らなん で も早 す ぎる。

IPUMS(国 際 高 精 度 国 勢 調 査)の 資 料 に よれ ば 、1860年 代 の ア メ リカ南 部 白人

の 平 均 結 婚 年 齢 は男 子26.4歳 、 女 子22.9歳 だ っ た。

軍か ら届いたチャールズ病死の手紙
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 Though Captain Hamilton was not 

vouchsafed a hero's death upon 

the field of glory, he was none the less 

a hero, dying of pneumonia, 

following an attack of measles. 

 I am, Madam, very respectfully, 

Your obt. servt. 

Wade Hampton 

Col.

ハミル トン大尉は

名誉の戦死 を遂げたとは

申し難いが、それでも

麻疹に併発 した肺炎で

病死した英雄でした。

　敬具

ウ ェイ ド ・ハ ンプ トン大 佐

　 (「男 の子 に は 父 親 の 指揮 官 の 名 を付 け るの が 当 時 流 行 だ っ た の で 」 チ ャー ル

ズ の子 は ウ ェ イ ド ・ハ ンプ トン ・ハ ミル トン と命 名 され た)。

　16歳 のスカーレットは未亡人として黒の喪服を纏い、社交界に出入 りしない

ことといったしきた りに縛 られて意気消沈。見かねた母エレンは気晴らしにア

トランタ行 きを勧め、スカー レットはメラニーの叔母でア トランタ在住のピ

ティパ ットの屋敷に身を寄せることになる。

参考資料

　 (タ ラの 農 園 が設 定 され て い る)ジ ョー ンズボ ロ　 (Jonesboro)か らア トラ ン

タ(Atlanta)ま で の 現 在 の 道 の り。 そ の 距 離25マ イル(40キ ロ メー トル余 り)。
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　 こ う して 、 ドラマ の 舞 台 は ひ と まず 「タラ ・プ ラ ンタ ー シ ョ ン」 か ら 「ア ト

ラ ン タ」 へ と移 る。(以 下 、 次 号 に続 く)。


